




I S SN  0 9 1 5 - 9 2 8 2  
平成 7 年 3 月
ュー ス
「阪神 ・淡路大震災」への当研究所の取り組み
1 . は じめに
1995年1 月17日午前 5時46分，淡路島から神戸，芦屋，





は過去には無かったこと であ り ，この事実からもこの震
災の深刻さが理解出来ると思われる。この震災によ る死


















地震発生後約ー カ 月に実施した現地調査の概要をま とめ
たものである。




























き続き発生するこ と は良 く知られていると ころである。




震観測 （図1 に余震観測点の配置を示す）を，1 月22日
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お り ，観測結果は後日と りま とめて報告する予定である。





参加に より 実施するこ と とした。当研究所は土木構造
物 ・建築物被害等に関する調査研究の中の 「強震動特性
と各種構造物被害の相関に関する調査研究」を分担する





受け，「強震速報No.46」と して 3 月初旬に刊行した。こ
のほか強震記録と併せて，余震観測の結果も取り入れて





























6 .  1 ヵ月後の被災地の状況
地震発生から約1 ヵ月後の2 月中旬に再度被災地を訪
ね，被害状況及び復興に向けての活動状況の調査を行っ






その周囲はコ ンテナー ター ミ ナルとして，貿易港神戸の
心臓部としての機能を発揮していた。しかしながら，今
回の地震で地盤の液状化被害を受け，その岸壁は見る影

























































（防災総合研究部長 大谷 圭一 ）
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